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日経平均日足チャート

ウクライナでは緊張感高まる(キエフの街)

ＬＮＧ関連などでリスクヘッジ
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
や
日
揮
に
注
目

ウクライナ情勢緊迫化

　

２
０
２
２
年
に
入
っ
て
株
式
市
場
は
欧
米
の
金
融
政
策
引
き
締
め

を
不
安
視
し
て
調
整
色
を
強
め
て
い
る
が
、も
う
一
つ
の
懸
念
材
料
は

ロ
シ
ア
軍
と
の
緊
張
が
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
動
向
。
様
々
な
情
報

が
日
々
錯
綜
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
欧
米
と
ロ
シ
ア
の
度
重
な
る
外

交
交
渉
に
も
関
わ
ら
ず
侵
攻
へ
の
懸
念
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。ど

の
よ
う
な
結
末
に
向
か
う
に
し
ろ
事
態
の
収
束
ま
で
に
は
長
期
化
が

予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
や
原
油
な
ど
の
市
況

高
な
ど
を
考
慮
し
て
銘
柄
物
色
を
行
う
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

２
０
２
２
年
に
入
っ

て
１
月
末
時
点
で
す
で

に
４
度
の
米
露
間
協
議

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

両
国
と
も
非
難
の
応
酬

を
繰
り
返
し
て
お
り
、

ロ
シ
ア
は
自
国
領
内
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
に
集

め
て
い
た
１
０
万
人
規

模
の
軍
に
加
え
、
同
国

と
約
１
１
０
０
キ
ロ
の

国
境
で
接
す
る
ベ
ラ
ル

ー
シ
に
演
習
名
目
で
約

３
万
人
の
部
隊
を
派
兵

し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ

て
お
り
、
事
態
は
改
善

に
向
か
う
気
配
が
な
い
。

ロ
シ
ア
と
関
係
が
深
い

中
国
に
つ
い
て
は
習
主

席
が
「
自
国
の
利
益
を

守
る
ロ
シ
ア

の
努
力
を
支

持
す
る
」と

述
べ
て
お
り
、

現
在
は
鎮
静

化
し
て
い
て

も
北
京
冬
季

五
輪
終
了
を

待
っ
て
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢

が
動
き
だ
す

可
能
性
も
あ

り
そ
う
だ
。

　

地
政
学
リ

ス
ク
が

高
ま
れ

ば
、
石

川
製
作
所
（
６
２
０
８
）

や
豊
和
工
業
（
６
２
０

３
）な
ど
の
防
衛
関
連

が
物
色
さ
れ
る
傾
向
が

あ
る
が
、軍
事
衝
突
が

起
き
な
く
て
も
欧
米
に

よ
る
対
露
制
裁
が
具
体

化
す
れ
ば
、
日
本
に
も

影
響
を

及
ぼ
す

こ
と
に

な
る
。

　

そ
の

制
裁
の

な
か
で

最
大
の

タ
ー
ゲ

ッ
ト
に

な
る
の

が
ロ
シ

ア
の
全

輸
出
約

７
割
を

占
め
る

石
油
・
天
然
ガ
ス
な
ど

の
鉱
物
資
源
。こ
の
う

ち
、
天
然
ガ
ス
は
世
界

ト
ッ
プ
級
の
埋
蔵
量
を

誇
っ
て
お
り
、
制
裁
に

絡
ん
で
米
国
が
日
本
に

対
し
、
調
達
し
た
Ｌ
Ｎ

Ｇ
の
一
部
を
欧
州
に
融

通
で
き
な
い
か
打
診
さ

れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ

た
。

　

こ
れ
に
絡
ん
で
は
、

原
油
・
ガ
ス
開
発
生
産

国
内
最
大
手
の
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
（
１
６
０
５
）や
Ｌ

Ｎ
Ｇ
や
発
電
等
プ
ラ
ン

ト
を
手
が
け
、
再
エ
ネ

や
水
素
関
連
に
も
注
力

す
る
日
揮
（
１
９
６
３
）

な
ど
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
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前
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

中小型の決算と反応確認

　

前
週
の
東
京
市
場
は
堅
調
で
し
た
。
日
経
平

均
２
万
７
０
０
０
円
近
辺
で
は
底
堅
く
、
週
末

に
か
け
下
値
を
切
り
上
げ
２
５
日
線
を
回
復

し
て
い
ま
す
。
米
長
期
金
利
は
１
・
９
５
％
台

ま
で
上
昇
し
ま
し
た
が
、
米
株
市
場
が
ハ
イ
テ

ク
株
を
中
心

に
続
伸
し
た
こ
と
が
安
心

感
を
誘
い
、

好
決
算
銘
柄
へ
の
買
い
が

相
場
を
支
え

ま
し
た
。
投
資
損
失
が
響

き
３
Ｑ
大
幅

減
益
の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
Ｇ

が
ア
ク
抜
け

感
か
ら
買
わ
れ
た
こ
と
で
、

売
り
込
ま
れ

て
い
た
グ
ロ
ー
ス
株
も
見

直
さ
れ
全
般

底
上
げ
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

金
利
上
昇

に
は
一
定
の
耐
性
が
つ
い

て
お
り
、
週
明
け

は
米
１
月
消
費
者
物
価

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
通
過
に

よ
る
ア
ク
抜
け
か
ら
堅
調

な
展
開
が
続
き
そ

う
で
す
が
、
１
６
日
に
公

表
さ
れ
る
１
月
開

催
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
議
事
録
が

か
く
乱
要
因
で
す
。

引
き
続
き
米
金
利
と
米
株

の
動
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
週
末

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
中
小
型
銘

柄
の
決
算
と
株
価
の
反
応
を
確

認
し
て
好
業
績
低
Ｐ
Ｅ
Ｒ

銘
柄
を
狙
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　

 

花
咲 

翁

レ
オ
パ
レ
ス
２
１
が
続
騰

今
期
増
額
で
26
億
円
の
営
業
黒
字

レオパレス２１
　　　の日足チャート

　

週
明
け
７
日
、
レ
オ

パ
レ
ス
２
１
（
８
８
４

８
）
が
続
騰
。
４
日
の

取
引
終
了
後
、
２
２
年

３
月
期
の
業
績
予
想
の

修
正
を
発
表
、
連
結
営

業
利
益
で
２
０
億
円
か

ら
２
６
億
円
（
前
期
２

９
１
億
８
２
０
０
万
円

の
赤
字
）
へ
上
方
修
正

し
た
こ
と
が
材
料
視
さ

れ
た
。
抜
本
的
構
造
改

革
と
し
て
前
期
か
ら
継

続
し
て
い
る
賃
貸
事
業

に
お
け
る
営
業
原
価
・

管
理
原
価
の
抑
制
や
店

舗
の
統
廃
合
に
よ
る
固

定
費
の
圧
縮
な
ど
、
全

て
の
費
用
の
見
直
し
と

削
減
に
よ
る
効
果
の
顕

在
化
が
進
ん
で
い
る
。

ツ
ク
イ
ス
タ
ッ
フ
Ｔ
Ｏ
Ｂ

 
 

　

ツ
ク
イ
ス
タ
ッ
フ

（
７
０
４
５
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
買
い
気
配
。
親

会
社
の
ツ
ク
イ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
が
株
式
公

開
買
い
付
け
に
よ
り
完

全
子
会
社
化
す
る
と
発

表
し
た
こ
と
を
受
け
、

Ｔ
Ｏ
Ｂ
価
格
１
７
０
５

円
に
サ
ヤ
寄
せ
す
る
か

た
ち
で
水
準
を
切
り
上

げ
た
。
買
い
付
け
期
間

は
７
日
か
ら
３
月
２
３

日
ま
で
。
同
社
も
賛
同

の
意
見
を
表
明
し
て
お

り
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ
成
立
後
は

上
場
廃
止
と
な
る
。

都築電は需給懸念

 
 

　

都
築
電
気
（
８

１
５
７
）
が
急
落
。

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

や
み
ず
ほ
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
、

三
井
住
友
信
託
銀

行
を
売
出
人
と
し

て
９
３
万
６
０
０
０
株
、

上
限
１
３
万
８
０
０
０

株
の
オ
ー
バ
ー
ア
ロ
ッ

ト
メ
ン
ト
に
よ
る
株
式

売
出
を
実
施
す
る
と
発

表
、
需
給
悪
化
懸
念
が

台
頭
し
た
。
売
出
株
数

は
最
大
発
行
株
の
６
％
。

ＤＩは３Ｑ営業黒字浮上
　

８
日
、
ド
リ

ー
ム
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
タ
（
４
３

１
０
）
が
急
伸
。

２
２
年
３
月
期

の
第
３
四
半
期

累
計
決
算
を
発

表
、
連
結
営
業

利
益
で
１
２
０

０
万
円
（
前
年

同
期
２
億
９
９

０
０
万
円
の
赤

字
）
と
黒
字
転

換
し
た
。
顧
客

の
事
業
創
造
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
を
背
景

に
、
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
受
注
高
は
引
き
続

き
好
調
に
推
移
し
た
。

ネ
ク
ス
テ
ジ
需
給
懸
念

　

ネ
ク
ス
テ
ー
ジ
（
３

１
８
６
）
が
大
幅
続
落
。

１
７
５
万
２
０
０
０
株

の
公
募
に
よ
る
自
己
株

式
の
処
分
と
２
６
万
２

８
０
０
株
を
上
限
と
す

る
オ
ー
バ
ー
ア
ロ
ッ
ト

メ
ン
ト
に
よ
る
自
己
株

式
の
処
分
を
実
施
す
る

と
発
表
し
た
。
処
分
株

は
発
行
株
の
２
・
６
％

と
希
薄
化
は
限
定
的
な

が
ら
、
株
価
が
高
値
圏

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
需

給
へ
の
影
響
を
警
戒
し

た
売
り
が
か
さ
ん
だ
。

名
鉄
運
は
Ｔ
Ｏ
Ｂ

　

名
鉄
運
輸
（
９
０
７

７
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

名
古
名
古
屋
鉄
道
（
９

０
４
８
）
が
１
株
３
５

０
０
円
で
Ｔ
Ｏ
Ｂ
を
行

う
と
発
表
し
た
こ
と
が

材
料
視
さ
れ
た
。
Ｔ
Ｏ

Ｂ
実
施
後
に
名
鉄
運
輸

は
上
場
廃
止
と
な
り
、

こ
の
日
は
名
古
名
古
屋

鉄
道
も
値
を
飛
ば
し
て

い
る
。

タカラトミ増額、自社株買い

 
 

　

タ
カ
ラ
ト
ミ
ー

（
７
８
６
７
）
が

８
日
続
伸
。
２
２

年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、

連
結
売
上
高
で
１

５
５
０
億
円
か
ら

１
６
０
０
億
円
（
前
期

比
１
３
・
３
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
８
０
億
円

か
ら
１
１
０
億
円
（
同

５
５
・
４
％
増
）
へ
上

方
修
正
、
期
末
配
当
を

１
０
円
か
ら
２
０
円

（
前
年
同
期
１
０
円
）

へ
引
き
上
げ
た
。
年
末

年
始
商
戦
が
順
調
で
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ

シ
ン
や
ガ
チ
ャ
事
業
も

拡
大
。
上
限
１
０
０
万

株
、
１
３
億
円
の
自
社

株
買
い
も
発
表
し
た
。
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シマノ一時ストップ高
２２年１２月期も営業増益予想

シマノの日足チャート

 
 

　

９
日
、

シ
マ
ノ

（
７
３
０

９
）
が
一

時
ス
ト
ッ

プ
高
。
２

２
年
１
２

月
期
は
前

期
の
連
結

営
業
利
益

１
４
８
２

億
８
７
０

０
万
円

（
前
の
期

比
７
９
・

３
％
増
）
に
続
い
て
１

６
１
０
億
円
（
前
期
比

８
・
６
％
増
）
と
増
益

を
見
込
ん
だ
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
を
契
機

と
し
た
世
界
的
な
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ブ
ー
ム
に
よ

り
、
中
高
級
ク
ラ
ス
の

需
要
は
高
い
水
準
を
維

持
し
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
は
底
堅
い

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
７

２
０
３
）
は
底
堅
い
。

こ
の
日
午
後
１
時
２
５

分
に
発
表
し
た
２
２
年

３
月
期
第
３
四
半
期
決

算
で
、
通
期
の
連
結
営

業
収
益
を
３
０
兆
円
か

ら
２
９
兆
５
０
０
０
億

円
（
前
期
比
８
・
４
％
増
）

に
引
き
下
げ
る
一
方
、

税
引
前
利
益
を
３
兆
４

４
０
０
億
円
か
ら
３
兆

５
２
０
０
億
円
（
同
２

０
・
０
％
増
）
に
引
き

上
げ
る
な
ど
小
幅
に
修

正
。
半
導
体
不
足
や
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る

供
給
制
約
な
ど
で
生
産

台
数
を
９
０
０
万
台
か

ら
８
５
０
万
台
に
引
き

下
げ
た
が
、
円
安
の
影

響
を
織
り
込
ん
だ
。

  

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
Ｇ
は
ア
ク
抜
け

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル

ー
プ
（
９
９
８
４
）
が

大
幅
反
発
。
２
２
年
３

月
期
第
３
四
半
期
累
計

決
算
は
、
連
結
税
引
前

利
益
で
前
年
同
期
比
６

３
・
３
％
減
の
１
兆
２

３
４
７
億
２
４
０
０
万

円
と
大
幅
な
減
益
と
な

っ
た
が
、
悪
材
料
視
さ

れ
て
い
な
い
。
ア
ー
ム

の
売
却
断
念
も
織
り
込

み
済
で
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク

上
場
へ
向
け
て
不
安
視

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

レ
ノ
バ
８
割
営
業
減
益

　

レ
ノ
バ
（
９
５
１
９
）

が
急
落
。
２
２
年
３
月

期
第
３
四
半
期
累
計
の

連
結
営
業
利
益
は
前
年

同
期
比
７
９
・
９
％
減

と
大
幅
減
益
と
な
っ
た
。

公
開
価
格
43
％
上
回
る

ラ
イ
ト
ワ
ー
ク
ス
の
初
値

　

ラ
イ
ト
ワ
ー
ク
ス

（
４
２
６
７
）
が
東
証

マ
ザ
ー
ズ
に
新
規
上

場
、
公
開
価
格
２
１
０

０
円
を
４
２
・
９
％
上

回
る
３
０
０
０
円
で
初

値
を
つ
け
た
。
人
材
管

理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

提
供
と
同
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。



4 第318号 2022年2月14日株 式 市 場 新 聞

前
週
の
動
意
銘
柄

～ 決 算 情 報 ～

第３四半期は増収確保
建設機械や電機・精密機器向け増加

英　和

　英和（９８５７）の２２年３月期の第３四
半期累計（４～１２月）は、連結売上高で２
５２億４３００万円（前年同期比０．２％増）、
営業利益で７億５４００万円（同４．３％減）、
純利益で５億４００万円（同１．２％減）と
なった。半導体をはじめとする部材の供給不
足や原材料価格高騰の影響を受けて大規模な
設備投資を控える企業が多いものの、設備稼
働率の上昇に伴い、建設機械業界や電気機器・
精密機器業界向けの販売は堅調に推移した。
　通期は売上高３９０億円（前期比０．４％
減）、営業利益１７億５０００万円（同０．
４％増）、純利益１１億７０００万円（同０．
５％増）と従来予想を据え置いた。地域特性
に応じた戦略を立案し、既存顧客の深耕営業
による競争力強化に取り組んでいく方針だ。

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

日経平均のレンジ切り上がり

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は続伸し、日
経平均の週足は５週線上を回復。日
足でも２５日線上を回復し日足二段
上げとなりました。２月第１週の日
経平均は２万７０００円～２万７５
００円レンジにとどまっていました
が、先週は２万７５００円～２万８
０００円にレンジが切り上がり、ザ
ラ場では１月高値からの下落に対し
半値戻しを達成しました。
　このことから次は６１．８％戻しの２
万８１１０円、更には７６．４％戻しの
２万８５９８円が次のターゲットです。
７５日線が２万８５００円近辺に走って
おり、戻りの目安と考えます。そのため
にはＮＹ市場の更なる回復が必要ですが、
ＮＹダウは週足で５週、１３週、２６週
線を回復し日足でも７５日線上を回復し
日足二段上げとなりました。
　ロボットスーツＨＡＬが４月から診療

報酬の対象となるＣＹＢＥＲＤ
ＹＮＥ（７７７９）に注目して
います。

清水建が1万円でＴＯＢ

日本道路が急伸

日本道路の日足チャート

　

週
末
１

０
日
、
日

本
道
路

（
１
８
８

４
）
が
急

伸
。
筆
頭

株
主
の
清

水
建
設

（
１
８
０

３
）
が
1

株
１
万
円

で
Ｔ
Ｏ
Ｂ

す
る
と
発

表
し
た
こ

と
を
受
け
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ
価

格
に
サ
ヤ
寄
せ
し
た
。

出
資
比
率
は
５
０
・
１

％
に
引
き
上
げ
上
場
は

維
持
す
る
。

ヤ
マ
ト
Ｈ
Ｄ
急
落
し
新
安
値

　

ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
９
０
６
４
）

が
急
落
、
昨
年
来
安
値

を
更
新
し
た
。
２
２
年

３
月
期
第
３
四
半
期
累

計
の
連
結
決
算
は
、
営

業
利
益
７
９
１
億
７
２

０
０
万
円
（
前
年
同
期

比
１
１
・
８
％
減
）
と

第
２
四
半
期
累
計
の
期

２
ケ
タ
増
益
基
ら
２
ケ

タ
減
益
に
転
換
、
通
期

予
想
を
９
５
０
億
円
か

ら
７
０
０
億
円
（
前
期

比
２
４
・
０
％
減
）
に

下
方
修
正
し
た
こ
と
で

失
望
売
り
が
か
さ
ん
だ
。

輸
送
費
や
燃
料
費
の
上

昇
に
加
え
て
、
戦
略
費

用
の
増
加
な
ど
も
響
く
。

 

タ
カ
ト
リ
黒
転
で
計
画
超

　

タ
カ
ト
リ
（
６
３
３

８
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
２
年
９
月
期
第
１
四

半
期
の
連
結
決
算
は
、

売
上
高
２
６
億
３
８
０

０
万
円
（
前
年
同
期
比

２
・
１
倍
）
、
営
業
損

益
４
億
４
８
０
０
万
円

の
黒
字
（
前
年
同
期
１

億
２
６
０
０
万
円
の
赤

字
）
と
売
上
げ
大
幅
拡

大
で
黒
字
転
換
、
２
Ｑ

累
計
計
画
の
営
業
利
益

１
億
７
５
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
１
１
・

５
％
増
）
を
大
幅
に
超

過
し
た
。
電
子
機
器
の

受
注
・
売
上
げ
が
大
き

く
の
伸
び
、
コ
ス
ト
低

減
や
経
費
圧
縮
効
果
で

採
算
が
急
好
転
し
た
。

ル
ネ
サ
ス
１
Q
も
利
益
拡
大

　

ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
（
６
７
２
３
）

が
続
騰
。
１
年
１
２
月

期
の
連
結
決
算
は
計
画

を
上
振
れ
、
売
上
収
益

９
９
４
４
億
１
８
０
０

万
円
（
前
期
比
３
８
・

９
％
増
）
、
営
業
利
益
１

８
３
６
億
１
０
０
万
円

（
前
の
期
比
２
・
８
倍
）

と
大
幅
増
収
で
利
益
が

急
拡
大
し
た
こ
と
が
好

感
さ
れ
た
。
２
２
年
１

２
月
期
第
１
四
半
期
は

営
業
利
益
率
３
４
・
５

％
を
予
想
し
た
。
自
動

車
向
け
を
中
心
に
想
定

以
上
に
需
要
が
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
。
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～ 決 算 情 報 ～
六甲バター

前１２月期２２％営業増益
チョコレートなど伸び原価低減も

売上最高で利益大幅拡大
日本初さい帯保管サービスが寄与

ステムセル研究所

第３四半期は１２．０％増収
新商品直販製品構成比８０％超え

日本トリム

立花エレテック

２２年３月期予想上方修正
半導体関連など設備投資好調

　六甲バター（２２６６）の２１年１２月期
決算は、売上高５５０億７３００万円（前の
期比０．２％増）、営業利益２３億６６００万
円（同２１．９％増）、最終利益２２億７１０
０万円（同２．４倍）と増収大幅増益となった。
　チーズ製品の販売が減少する一方、ナッツ
とチョコレート製品などの販売が伸び、トー
タルで売上高が増加。減価償却費の減少など
による原価低減効果により売上総利益が増え、
利益が大幅に拡大した。
　２２年１２月期は海上輸送費や乳製品価格
高騰の影響を織り込み、売上高４０２億円（収
益認識に関する会計基準適用で比較なし）、営
業利益３億５０００万円（前期比８５．２％減）、
最終利益２億円（同９１．２％減）と厳しく
見積もった。期末一括配当は２０円を据え置
いている。

　立花エレテック（８１５９）は２２年３月
期の通期予想を連結売上高で１８３０億円か
ら１９２０億円（前期比１８．９％増）へ、
営業利益で５２億５０００万円から５９億円
（同４６．３％増）へ上方修正、期末配当を２
８円から３０円（前年同期２０円）へ引き上
げた。
　ＦＡ機器分野では、半導体製造装置関連や、
物流関連、食品関連の設備投資が好調で、プ
ログラマブルコントローラー、インバーター
及びＡＣサーボが好調に推移。産業機械分野
では、補助金効果により工作機械が大幅に伸
長し、製造ライン向け自動化設備も大きく伸長。
半導体デバイス事業では、前年度後半からの
高水準な需要が依然継続しており、マイコン、
ロジックＩＣ、パワーモジュールなどが大幅
に伸長するなど、国内・海外ともに好調。

　ステムセル研究所（７０９６）の２２年３
月期第３四半期累計の単体決算は、売上高１
３億１６００万円（前年同期比２３．７％増）、
営業利益１億６８００万円（同８５．５％増）、
最終利益９７００万円（同６０．５％増）と
大幅増収増益で着地した。
　デジタル・マーケティング活動の強化と４
月から開始した日本初のさい帯保管サービス
が寄与、売上高が過去最高となった。大幅増
収に伴う売上総利益の拡大で８割を超える大
幅な営業増益を達成、東証マザーズ市場上場
に伴う株式交付費、株式公開費用を吸収して
最終段階でも６割増益となった。
　通期は売上高１７億６００万円（前期比２
１．１％増）、営業利益２億円（同２．３倍）、
最終利益１億３６００万円（同２．２倍）と
従来予想を据え置いた。

　日本トリム（６７８８）の今２２年３月期
の第３四半期累計（４～１２月）は、連結売
上高で１２５億１２００万円（前年同期比１
２．０％増）、営業利益で１７億１２００万円
（同１．８％減）、純利益で１７億６２００万
円（同４７．１％増）となった。
　職域販売部門においては、感染者数が一時
ピークアウトした１０月以降は、セミナー回
数は一時的に回復、昨年６月に発売した新商
品「ＴＲＩＭ ＩＯＮＲｅｆｉｎｅ」は、直販
の製品構成比で８０％を超え、好調に推移し
ている。卸・ＯＥＭ部門では、新たに国内大口
２社と契約を締結している。
　通期は売上高で１７５億８０００万円（前
期比１７．９％増）、営業利益で２７億円（同
２３．４％増）、純利益は２１億円（同３７．
９％増）を据え置いた。
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～ 決 算 情 報 ～
大 森 屋

第１四半期実質大幅増益
家庭用海苔好調で業務用も回復

大和ハウス工業

第３四半期は増収増益
主力事業順調で受注コロナ前水準

　大森屋（２９１７）の２２年９月期の第１
四半期（１０～１２月）決算は、連結売上高
で３９億２３００万円（収益認識に関する会
計基準等適用前の前年同期は４７億７２００
万円）、営業利益で３億２５００万円（同１億
６２００万円）、純利益で５億１６００万円（同
１億９００万円）と実質大幅な増益なった。
　進物品は、新型コロナ感染拡大の影響による
冠婚葬祭向け需要が減少し、ふりかけ製品は行
楽需要の減少に加え、新製品の販促活動がまま
ならず苦戦を強いられたが、家庭用海苔は前期
に引き続き新製品「バリバリ職人」シリーズが
好調に推移。業務用海苔はコンビニエンススト
アなどの弁当・おにぎりなどが回復傾向にある。
　通期は売上高１４８億２０００万円、営業利
益５億円、純利益６億円と従来予想を据え置い
た。　

　大和ハウス工業（１９２５）の２２年３月期
第３四半期累計の連結決算は、売上高３兆１４
７１億８５００万円（前年同期比４．８％増）、
営業利益２５３８億６６００万円（同１．１％
増）、最終利益１６７４億９４００万円（同７．
９％増）と増収増益で着地した。
　米国の住宅やオーストラリアの宅地分譲など
戸建住宅事業が好調で、物流施設を中心に開発
物件の売却も順調に進んだ。ホテル・スポーツ
クラブ運営にはコロナの影響が残ったものの、
主力事業は順調に推移しており、受注はほぼコ
ロナ前の水準まで回復した。
　通期は売上高４兆３０００億円（前期比４．
２％増）、営業利益３２００億円（同１０．４
％減）、最終利益２１５０億円（同１０．２％
増）と従来予想を据え置いた。年間配当は１
２６円（前期１１６円）を予定。
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岡
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憲
史
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株
式
会

社
マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代

表
取
締
役

)

の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト
「
第

一
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
て

約
１
万
人
の
参
加
者
の
中
か

ら
優
勝
。
直
近
で
は
２
０
１
７
年
１
月
に
始
ま
っ
た
夕
刊
フ
ジ
主

催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
優
勝
。
１
カ
月
間
に
お
け

る
３
銘
柄
の
合
計
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
１
５
５
％
と
断
ト
ツ

の
結
果
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス
ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、

月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投

資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。http://marketbank.jp

市場に変化の兆し表れる‼

外人も売り尽くした後は買うだけ

長
期
債
高
値
も
ハ
イ
テ
ク
上
昇

太平洋工業の日足チャート

　投資部門
別売買状況
では、２０
２２年１月
４～２８日
までに外国
人投資家が

１兆１０２１億円（現先計）を売り越した。都
銀・地銀と信託銀行もそれぞれ約２５００億円
を売り越した。一方、個人が７９９４億円、投
信が３８６１億円、事業法人が２３９９億円を
買い越した。海外勢の売り越しは３カ月連続と
なり、この間の売り越し額は２兆円を超えた。
　２０１５年以降、１月に海外勢が日本株を買
い越すとその年は買い越しとなり、対照的に１
月に売り越した場合は年間も売り越しとなる傾
向が続いている。２０２１年１月は５６９６億
円を売り越し、２１年を通じた売り越し額は２
兆４６５２億円に上った。ただ、大幅に売り越
しているからといって日本株が大幅下落してい
るわけではない。
　２０２１年の日経平均は２万７２５８円で始
まり、２万８７９１円で終わった。上昇率は５．
６％だ。８月に２万６９５４円の安値を付け、
９月に３万７９５円の高値を付けた。１年間を
通してボックス相場だった。
　米国は昨年のダウ平均は３万６２７ドルで始
まり、３万６３３８ドルで終えた。年間のチャ
ートは右肩上がりで、上昇率は１８．６％だ。

今年に
入って
外国人
投資家
が１月
に日本
株を大
幅に売
り越し
たこと
で、日
本株を

積極的に買
い進めるこ
とは期待し
難い。
　しかし、
１年間を通
して見ると
外国人投資
家が日本株
を大幅に買
い越す時期
もある。そ
の時に日経
平均は３万
円台に乗せ
るだろう。
１月は米国
の利上げと
量的引き締
め（ＱＴ）リスクに加え、オミクロン
感染者の急増とウクライナ情勢を巡る
ロシアと米国・北大西洋条約機構（Ｎ
ＡＴＯ）との軍事的緊張リスクが重な
り、株式市場が大幅に売られた特別な
月だ。リスクが払拭されない中で市場
に変化の兆しが表れてきた。
　８日のニューヨーク債券市場で長期
債相場は一時、１．９７％と２０１９
年１１月以来の高値を付けた。しかし、
金利上昇で売られるはずのハイテク株
が大幅に上昇した。米国株の買戻しが
一巡した後でも値固めをしているよう
な動きだ。日本でも三菱商事など商社
株、三菱ＵＦＪといった金融株やオリ
エンタルランド、三越伊勢丹など外出
関連株が昨年来の高値を更新している。
外国人投資家も売り尽くした後は買う
だけだ。
　潮流銘柄は太平洋工業（７２５０）、
ソディック（６１４３）、ナブテスコ（６
２６８）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

ＮＹダウの日足チャート

物価上昇は予想以上

米
1
月
Ｃ
Ｐ
Ｉ
予

   
想
上
回
る
伸
び

下
値
固
め
の
週
を
想
定

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
２
５
６
円
高
と
２
週
連
続
陽
線

と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
ロ
シ
ア

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
対
し
高
官

レ
ベ
ル
で
話
し
合
う
な
ど
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
避
け
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
期
待
も

あ
り
、
戻
り
を
試
す
展
開
と

な
っ
た
。

　

Ｓ
Ｑ
週
と
い
う
こ
と
も
あ

り
買
戻
し
が
入
り
、
２
月
Ｓ

Ｑ
値
は
２
万
７
８
３
５
円
６

０
銭
と
木

曜
日
の
高

値
付
近
で

決
ま
っ
た

が
、
そ
の

後
は
下
げ

幅
の
半
値

戻
り
（
２

万
７
７
１

６
円
）
を

超
え
た
こ
と
も
あ
り
達
成
感
か
ら

売
り
が
で
た
。
チ
ャ
ー
ト
で
は
２

５
日
線
を
上
回
っ
て
引
け
て
お
り
、

今
週
も
戻
り
を
試
す
展
開
が
期
待

さ
れ
て
い
た
が
、
週
末
の
米
国
１

月
Ｃ
Ｐ
Ｉ
（
消
費
者
物
価
指
数
）

が
予
想
よ
り
も
大
幅
に
伸
び
米
国

市
場
が
下
落
、
週
明
け
の
日
本
株

も
影
響
を
受
け
そ
う
で
あ
る
。

　

１
月
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
伸
び
率
は
前
年

比
で
は
＋
７
・
５
％
と
１
９
８
２

年
以
降
４
０
年
ぶ
り
の
最
大
伸
び

率
と
な
っ
た
。
更
に
燃
料
や
食
品

を
除
い
た
コ
ア
指
数
も
前
月
比
＋

０
・
６
％
と
横
ば
い
予

想
か
ら
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
を

受
け
米
国
長
期
１
０
年
国
債
利
回

り
も
２
％
を
超
え
て
き
て
お
り
、

利
上
げ
の
ペ
ー
ス
が
拡
大
す
る
と

市
場
は
予
想
し
米
国
市
場
は
木
曜

日
に
大
幅
下
落
と
な
っ
た
。
１
６

日
に
は
１
月
開
催
分
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ

議
事
録
が
発
表
さ
れ
る
が
、
金
融

引
き
締
め
ペ
ー
ス
に
対
し
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
の
市
場
の
関
心
は

高
い
。

　

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
も

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
ロ
シ
ア
の
４
国
会
談
で
合
意

に
至
ら
な
か
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
、

市
場
は
悪
材
料
に
敏
感
に
反
応
し

始
め
て
い
る
。
１
１
日
に
は
米
国

務
省
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
在
住
す
る

米
国
民
に
対
し
退
避
勧
告
を
行
う

な
ど
緊
迫
感
が
差
し
迫
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
上
値

を
積
極
的
に
買
う
投
資
家
は
少
な

い
と
思
わ
れ
今
週
は
下
値
を
探
る

展
開
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
チ
ャ

ー
ト
で
は
こ
の

戻
り
相
場
で
１

８
３
６
円
上
昇

（
２
万
６
０
４

４
円
～
２
万
７

８
８
０
円
）
、

調
整
す
る
と
仮

定
す
る
と
３
８
・

２
％
下
げ
で
２

万
７
１
７
９
円
、

半
値
下
げ
で
２

万
６
９
２
３
円
、

６
１
・
８
％
下
げ
で
２
万
６
７
４

６
円
と
な
る
。

　

ま
ず
は
上
昇
す
る
一
目
均
衡
表

の
転
換
線
（
２
万
７
２
１
１
円
）

を
引
け
で
割
り
込
む
か
ど
う
か
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
ろ
う
。
割
り
込
む

と
２
万
７
０
０
０
円
を
試
す
展
開

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
２

万
７
０
０
０
円
前
後
で
は
下
落
過

程
で
も
買
い
が
入
っ
て
い
た
の
で

下
げ
止
ま
る
と
思
わ
れ
る
が
、
勢

い
が
あ
る
と
き
に
は
週
足
雲
の
下

限
（
２
万
６
７
９
７
円
）
が
意
識

さ
れ
よ
う
。

　

一
方
、
上
値
は
節
目
の
２
万
８

０
０
０
円
、
そ
の
上
は
下
落
幅
の

６
１
・
８
％
戻
し
の
２
万
８
１
１

１
円
が
節
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

今
週
の
レ
ン
ジ
は
２
万
６
８
０
０

円
か
ら
２
万
８
０
０
０
円
を
想
定
。

下
値
固
め
の
週
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。　
　
　
　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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～値上げで攻める企業～
 

　
カ
ッ
プ
ヌ

ー
ド
ル
を
筆
頭
に
定
番
商
品

が
相
次
い
で
値
上
げ
を
発
表

し
た
。
原
料
や
原
油
高
か
ら

あ
る
程
度
は
想
定
し
て
い
た

が
、
食
料
品
な
ど
の
生
活
必

需
品
以
外
で
は
米
動
画
配
信

サ
ー
ビ
ス
大
手
の
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｆ

Ｌ
Ｉ
Ｘ
の
値
上
げ
が
話
題
に

な
っ
て
い
た
。

　

ひ
と
昔
前
な
ら
映
画
を
見

た
い
と
き
は
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ

Ａ
な
ど
で
レ
ン
タ
ル
し
て
い

た
が
、
高
速
の
ネ
ッ
ト
回
線
が
定
着
し
て
か
ら
は
、
月
額

の
動
画
配
信
が
便
利
だ
。
配
信
各
社
の
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

終
了
後
に
限
定
公
開
の
映
画
配
信
が
あ
っ
た
と
き
は
、
１

カ
月
だ
け
有
料
課
金
で
利
用
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
多
く

の
消
費
者
が
そ
の
利
便
性
に
気
付
い
た
と
こ
ろ
で
の
値
上

げ
は
、
利
益
率
を
上
げ
る
意
味
で
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
企
業

に
と
っ
て
正
当
な
戦
略
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
テ
ー
マ
ー
パ
ー
ク
の
入
場
料
値
上
げ

が
話
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
新
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
の
導
入
費
用
捻
出
な
ど
が
値
上
げ
の
理
由
だ
っ
た
が
、

マ
ス
ク
着
用
で
の
行
動
制
限
で
は
、
パ
ー
ク
利
用
者
も
伸

び
悩
み
で
更
な
る
値
上

げ
は
厳
し
い
だ
ろ
う
。

メ
タ
バ
ー
ス
な
ど
新
た

な
技
術
が
進
化
す
れ
ば

在
宅
向
け
の
エ
ン
タ
メ

サ
ー
ビ
ス
の
存
在
感
は

更
に
高
ま
る
だ
ろ
う
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

畑うまれのやさしいミルク

カ
ゴ
メ植物性ミルクの新ブランド

大豆・オーツ麦をまるごと

 

　カゴメ
（２８１１）
は植物性ミ
ルクの新ブ
ランド「畑
うまれのや
さしいミル
ク」を３月
２９日から
発売する。

　厳選した大豆・オーツ麦をまるごと使用し、
こだわりの製法と野菜・果実の独自配合によ
り、ミルクのように濃厚なコクを楽しめる植
物性ミルク。“まろやかソイ”と“なめらか
オーツ”の２種をラインナップし、いずれも
食物繊維をしっかり摂ることができる。その
まま飲んだり、料理やコーヒーに混ぜたりし
て、お好みに合わせて楽しめる。また、環境
に配慮し、２００ｍｌ商品には１００％植物
由来ストローを、１０００ｇ商品には植物由
来キャップを採用し、コレステロール０で甘
味料は無添加。

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス 

コ
ン

　
　
　
ソ
メ
ト
リ
プ
ル
パ
ン
チ

カ
ル
ビ
ー

コンソメ風味が３倍に
ポテトチップス コンソメトリプルパンチ

　カルビー
（２２２９）
は通常の３倍
の美味しさが
楽しめる「ポ
テトチップス 
コンソメトリ
プルパンチ」
を全国のコン
ビニエンスス
トアで３月下

旬まで期間限定で発売している。
　今回の「ポテトチップス コンソメトリプル
パンチ」は、コンソメの要素であるビーフパウ
ダーとコンソメパウダーを昨年に比べて増量。
ジューシーな旨味を強化し、より濃厚で後を
引く満足度の高い味わいに仕上げている。パ
ッケージは、動きを感じるポップなデザイン
とすることで、“食べてストレスを発散して
いる”イメージを表現し、売り場でも目につ
き、新商品であることがわかるようなデザイ
ンとしている。
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記者の視点

相場見通し

ホンダの日足チャート

３
Ｑ
決
算
は
終
盤
戦
へ

ア
ナ
リ
ス
ト
レ
ポ
に
関
心
移
る

 

　

２
月
第
２
週
の

株
式
市
場
は
、
１

０
日
に
日
経
平
均

で
２
万
７
８
８
０

円
ま
で
買
わ
れ
た
後
に
戻
り
売

り
に
上
げ
幅
を
縮
小
さ
せ
た
が
、

２
５
日
線
を
回
復
し
堅
調
に
推

移
し
た
。

　

米
国
１
０
年
債
に
つ
い
て
は

１
・
９
５
％
台
ま
で
上
げ
る
場

面
が
あ
っ
た
も
の
の
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
場
に
つ
い
て
は
好
調

な
企
業
決
算
を
背
景
に
ダ
ウ
に

加
え
て
ナ
ス
ダ
ッ
ク
も
９
日
に

は
２
％
超
の
上
昇
と
な
り
、
Ｖ

Ｉ
Ｘ
指
数
も
不
安
心
理
の
目
安

と
な
る
２
０
を
割
り
込
ん
だ
。

金
利
上
昇
が
売
り

要
因
に
な
っ
て
い

た
高
Ｐ
Ｅ
Ｒ
の
ハ

イ
テ
ク
株
が
買
い

直
さ
れ
た
こ
と
で
、

金
融
引
き
締
め
へ

の
警
戒
は
あ
る
も

の
の
、
一
連
の
不

安
材
料
は
あ
る
程

度
織
り
込
ん
だ
と

の
見
方
が
拡
が
っ

て
い
る
。

　

今
週
は
１
４
日

に
５
９
８
社
、
１
５
日
に
２
７

社
の
発
表
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

第
３
四
半
期
決
算
発
表
は
終
盤

戦
に
突
入
す
る
。
主
要
企
業
で

は
１
４
日
は
キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
２
５
０
３
）
、
リ

ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
６
０
９
８
）
、
日
本
郵
政
（
６

１
７
８
）
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
７

１
８
２
）
、
１
５
日
は
ア
サ
ヒ

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
２
５
０
２
）
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

（
５
１
０
８
）
な
ど
。
そ
の
先

は
決
算
発
表
の
内
容
を
受
け
た

ア
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
業
績
予

想
の
修
正
に
関

心
が
集
ま
る
こ
と
に
な
る
。

１
０
日
に
は
ア
ナ
リ
ス
ト
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
超
え
る
上
方

修
正
か
ら
ホ
ン
ダ
（
７
２
６

７
）
が
買
わ
れ
て
い
た
。
内

容
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
視
す
る
ア

ナ
リ
ス
ト
は
多
く
、
新
た
な
レ

ー
ポ
ー
ト
で
更
な
る
上
値
を
目

指
す
可
能
性
も
あ
る
。

　

米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス

大
の
集
計
で
は
、
９
日
時
点
で

の
米
国
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
新

規
感
染
者
数
は
７
日
移
動
平
均

で
約
２
３
万
人
と
１
月
中
旬
ピ

ー
ク
の
３
分
の
１
以
下
に
減
っ

た
と
報
じ
と
い
る
が
、
日
本
で

は
感
染
の
高
止
ま
り
を
指
摘
す

る
専
門
家
も
多
い
。
上
値
を
目

指
す
に
は
感
染
が
ピ
ー
ク
ア
ウ

ト
か
ら
明
確
に
低
下
に
向
か
う

こ
と
も
条
件
に
な
ろ
う
。

今週のスケジュール

 

・15日 10-12月期GDP速報値(8:50)
　　　 独2月ZEW景況感指数(19:00)

　　　  米2月NY連銀製造業景気指数(22:30)

　　　米1月生産者物価(22:30)
・16日 12月第三次産業活動指数(13:30)
　　　 1月首都圏新規マンション発売
　　　 (14:00)
　　　 中国1月生産者物価、中国1月消費者
　　　 物価(10:30)

　　　  米1月小売売上高(22:30)、

　　　米1月鉱工業生産･設備稼働率
　　　(23:15)
　　　1月25･26日開催のFOMC議事録(17 
　　　日4:00)
　　　米20年国債入札
・17日 1月貿易統計、12月機械受注　　
　　　(8:50)
　　　20カ国･地域(G20)財務相･中央銀
　　　行総裁会議(〜18日インドネシア)
　　　米1月住宅着工件数
・18日 1月消費者物価(8:30)
　　　米1月中古住宅販売件数
　　　(19日0:00)

編 

集 

後 

記

　

新
種
目
の
ジ
ャ
ン
プ
混
合
団

体
１
回
目
で
高
梨
沙
羅
が
１
０

３
メ
ー
ト
ル
を
飛
び
チ
ー
ム
に

勢
い
を
つ
け
た
か
に
見
え
た
が
、

ス
ー
ツ
規
定
違
反
で
失
格
と
な

っ
た
。
た
だ
、
日
本
は
ギ
リ
ギ

リ
８
位
で
１
回
目
を
終
え
、
最

終
的
に
４
位
に
食
い
込
ん
だ
。

ジ
ャ
ン
プ
の
ス
ー
ツ
は
シ
ー
ズ

ン
初
め
に
計
測
、
数
値
を
提
出

す
る
の
で
体
重
の
変
化
な
ど
で

誤
差
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

違
反
は
珍
し
く
な
い
ら
し
い
。

ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
も

失
格
者
が
出
た
た
め
、
日
本
は

２
回
目
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

相
場
の
世
界
は
読
み
違
い
や

ミ
ス
は
つ
き
も
の
。
状
況
に
応

じ
た
軌
道
修
正
が
重
要
と
思
う
。
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